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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､肺腫癌の局所制御の治療法として確立されつつあるラジオ波焼灼療法後の
FDG･PET/CT検査による再発診断の至適時期について､後方視的に検討している｡15名
の肺腫癌患者の 60結節について検討した結果､局所再発までの経過観察期間は中央値
327日 (145日から384日)であり､ROC解析の結果ではperiod2(3-6ケ月)とperiod
3(6-9ケ月)のAz値がperiod1(0-3ケ月)よりも大きく､period2とperod3のAz値は
ほぼ同等であったことから､period2すなわち3ケ月以降が至適時期であると結論してい
る｡肺腫癌のラジオ波療法後の再発を早期発見する検査として画像検査は必須であり､本
研究の成果から得 られた至適検査時期は､画像検査のより効率的な実施を計画する上で有
用であるOよって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるO
